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昭和56年7月20日 99号 印刷豊予社

人 の 動 き
前月比

人口 3,950人(-1) 

男 1,961人(-1) 

女 1,989人（土 0)

世帯主 1,091戸 （土 0)

6月賞
の異

（出生 4死亡 4転出 4)
転出 3

（昭和56年6月30日現在）

今、たばこ農家では乾燥の真最中。

昔は、なわ目にはさまれていた葉たばこも、今で

は金具（パインダー）に次々とはさみ込まれて乾燥

機へ。

中葉から本葉へと 8月いっ

ばい乾燥作業が続く。、

今年は雨も少なく、去年以

上の収量が期待される。

（大谷地□7月号
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別表(I) 第 1期対策

事 業 名 刈事 業 量 金額

農 道 4か所 1,491.2m 10,870干円

農 地 造 成 1か所 6.4ha 3,100干円

トラクターショベル 1台 10.8 t 5,400干円

生活改善センター 2か所 329.5m' 7,574干円

計 8 か 所 26,944干円

別表(2) 第2期対策

事業名 事 業 亘Eヨ 金 額

農道（新設） 2か所 888.2m 52,636干円

農事放送施設 町 内 全 域 25,000干円

栗処理加工施設 1か所 354.56m' 68,670干円

喩易水道施設 1か所 配管L;3,127m 15,000干円

栗出荷施設 2か所 448m' 15,000千円

計 7 か 所 176,306千円

当
町
は
‘
林
野
面
積
率
七
五
％
と

比
率
が
高
い
う
え
、
急
傾
斜
で
あ
る

た
め
生
活
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
な
い

こ
と
等
か
ら
、
昭
和
四
二
年
に
山
村

狐
興
法
に
基
づ
く
「
振
輿
山
村
」
に

指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
に
伴
っ
て
、
昭
和
四
三
年
度
ー

昭
和
四
六
年
度
に
第
一
期
対
策
「
振

興
山
村
農
林
漁
業
特
別
開
発
事
業
」

に
よ
り
、
別
表
一
の
事
業
を
、
ま
た
、

昭
和
五

0
年
度
ー
昭
和
五
三
年
度
に

は
、
第
二
期
対
策
「
山
村
地
域
農
村

漁
業
特
別
対
策
事
業
」
で
別
表
二
の

事
業
を
実
施
し
て
来
ま
し
た
。

ま
た
、
併
せ
て
、
農
業
構
造
改
善

事
業
、
林
業
構
造
改
善
事
業
、
土
地

改
良
事
業
等
で
、
産
業
基
盤
、
生
活

環
境
等
の
整
備
を
逐
次
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
結
果
、
年
々
所
得
水
準
の

向
上
、
生
活
環
境
等
に
、
そ
れ
な
り

の
成
果
か
上
が
っ
て
来
て
お
り
ま

す。
し
か
し
、
そ
う
し
た
中
で
も
、
若

年
層
を
中
心
と
し
た
転
出
は
依
然
と

し
て
続
き
、
過
疎
化
、
老
令
化
が
進

ん
で
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
現
象
は
‘
ひ
と
り
肱
川

町
の

み
な
ら
ず
全
国
山
村
地
域
の
共

豊
か
な
自
然
を

守
る
た
め
に

通
称
ユ
ニ
期
山
振
“
と
呼
ば
れ
る

山
村
振
興
第
三
期
対
策
「
農
林
漁
業

対
策
事
業
」
は
‘

（
そ
の
ね
ら
い
）

山
村
の
多
面
的
か
つ
重
要
な
役
割

を
重
視
し
、
定
住
条
件
の
総
合
的
整

備
を
図
り
、
人
口
（
特
に
若
者
）
の

定
住
を
基
本
的
目
標
と
し
、

①
活
力
あ
る
人
づ
く
り

②
個
性
あ
る
村
づ
く
り

③
魅
力
あ
る
環
境
づ
く
り

の
推
進

（
実
施
地
区
）

全
国
振
興
山
村
一
‘
一
九
八
の
う
ち

-
‘
1
0
0
か
所

（
地
区
平
均
事
業
費
）

第
三
期
対
策
と
は

通
し
た
悩
み
と
い
え
ま
す
か
、
国
と

し
て
も
、
山
村
の
も
つ
豊
か
な
自
然

か
、
国
民
に
と
り
緑
地
空
間
と
し
て
、

ま
た
、
水
源
か
ん
養
の
場
と
し
て
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
地
域

で
あ
る
こ
と
の
認
識
に
た
っ
て
、
過

疎
化
、
老
令
化
に
よ
っ
て
、
大
切
な

自
然
が
放
置
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
‘

昭
和
五

0
年
に
期
限
切
れ
と
な
る
山

村
振
興
法
を
一

0
年
間
延
長
し
、
第

三
期
対
策
と
し
て
「
山
村
振
興
農
林

漁
業
対
策
事
業
」
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

総
事
業
費
―
―

-fl五
〒
万
円

第
三
期
山
振
事
業
は
じ
ま
る

＇、3
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表
．
 

月
三
億
五
千
万
円
（
補
助
率

2
分

l
)

（
実
施
期
間
）

．

お
お
む
ね
四
か
年

（
総
事
業
費
）

お
お
む
ね
三
、
八
五

0
億
円

（
事
業
内
容
）

各
種
小
規
模
生
産
甚
盤
整
備
、
各

種
経
営
近
代
化
施
設
整
備
、
地
力
維

持
増
進
施
設
、
緑
地
利
用
施
設
、
野

外
運
動
緑
地
施
設
、
農
産
物
等
地
場

資
源
利
用
加
工
施
設
、
基
幹
集
落
セ

ン
タ
ー
、
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
、
山

村
広
場
、
健
康
管
理
施
設
、
郷
土
文

化
伝
習
施
設
等
。

第3期対策

文
楽
伝
習
施
設
も

当
町
も
、
こ
の
第
三
期
山
振
の
指

定
を
受
け
、
今
年
度
か
ら
昭
和
六
〇

年
度
に
か
け
て
、
別
表
三
の
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
当
町
か
実
施
す
る
事
業
は
‘

農
林
業
基
盤
父
u
備
か
中
心
と
な
っ
て

今
年
度
実
施
事
業

〇師走野地区は場整備、三ヘ

クタール、三、七六0万円

0北平農道舗装、三六0メー
トル、八一0万円
0中野地区老朽ため池改修‘

四メートル、六一0万円

0山槌資材保管施設（農協）

一三三、二平方メートル、四八

七万円

0鹿野川資材保管施設（農協）

ニニ四‘八平方メートル、八九

0万円
0鹿野川山菜加工施設（真空

パック）、一台、一九0万円

計六件

六、七四七万円

事 業 名 事業量 金 額

ほ 場 整 っ 備 4か所 7.8ha 90,600干円

農道（新設・舗装） 7か所 2,705m 113,300干円

た め 池 1 か 所 6,100干円

郷土文化伝 習施設 1か所 192m' 20,000干円

その他

資材易保管施設 5 か 所 120、,000干円
簡給水施設

基幹集落センター他

計 1 8 か所 350,000干円

お
り
ま
す
が
、
来
第
度
実

施
す
る
＂
郷
土
文
化
伝
習

施
設
“
は
‘
―
二

0
年
の

伝
統
を
も
つ
＂
大
谷
文
楽
“

の
保
存
、
公
演
等
を
目
的

と
し
た
も
の
で
地
域
文
化

の
発
展
を
目
ざ
す
も
の
と

し
て
当
事
業
の
目
玉
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
三
期
山
振
事
業
か

完
了
す
る
昭
和
六

0
年
に

は
、
現
在
実
施
中
の
新
農

業
構
造
改
善
事
業
、
来
年

度
か
ら
実
施
予
定
の
新
林

業
構
造
改
善
事
業
等
と
あ

い
ま
っ
て
、
農
林
家
の
所

得
水
準
の
向
上
、
生
活
環
境
の
整
備

が
一
段
と
進
行
し
、
若
者
の
住
む
活

気
あ
ふ
れ
た
町
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

゜
、つ
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肱
川
町
の
六
月
定
例
町
議
会
は

六
月
二
三
日
に
会
期
一
日
と
し
て

開
か
れ
、
町
議
発
議
の
六
議
案
を

審
議
し
、
い
づ
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
あ
ら
ま
し

0
町
外
か
ら
肱
川
町
へ
移
住
を
希

望
す
る
人
に
対
す
る
、
町
の
受

け
入
れ
対
策
に
つ
い
て

問
肱
川
町
内
へ
土
地
を
求
め
て
居

住
し
た
い
と
い
う
希
望
者
が
多
い
が
、

大
洲
市
よ
り
も
土
地
の
価
格
が
高
い

た
め
、
自
然
に
大
洲
市
へ
人
口
が
集

中
化
し
つ
つ
あ
る
現
状
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を
打

開
し
、
定
住
人
口
を
増
大
さ
せ
る
た

め
新
し
い
宅
地
の
開
発
構
想
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
人
口
減

少
の
現
状
を
踏
ま
え
て
対
廊
策
を
考

え
て
い
る
。

現
在
も
各
所
で
交
渉
を
続
け
て
い

る
ガ
、
価
格
に
開
き
ガ
あ
り
難
航
し

て
い
る
。

鹿
野
川
地
区
に
は
、
適
地
ガ
少
い

の
で
、
あ
る
程
度
土
地
の
価
格
が
高
く

な
る
こ
と
は
、
や
む
を
得
な
い
と
考

え
て
い
る
。

い
づ
れ
に
し
て
も
、
新
し
い
宅
地

の
開
発
に
つ
い
て
は
、
鹿
野
川
周
辺

ま
ち
づ
く
り
フ
ラ
ン
の
見
酉
し
の
中

〇
給
食
材
料
の
自
給
対
策
に
つ
い

て

問
以
前
か
ら
問
題
提
起
の
あ
っ
た
、

給
食
材
料
の
自
給
対
策
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

ま
た
、
出
来
る
限
り
季
節
の
野
菜

を
使
用
し
た
献
立
が
望
ま
し
い
と
思

わ
れ
る
か
、
教
育
長
及
び
主
管
課
長

等
の
意
見
を
伺
い
た
い
。

答
現
在
三
、
四
戸
の
農
家
力
ら
野

菜
を
購
入
し
て
い
る
ガ
、
だ
い
し
だ

所
得
源
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

将
来
、
結
〈
良
セ
ン
タ
ー
の
年
閻
野

菜
需
要
計
画
に
見
合
っ
だ
計
画
生
産

ガ
で
き
れ
ば
、
利
用
拡
大
を
図
り
だ

い
と
考
え
て
い
る
。

だ
だ
し
、
消
費
と
生
産
の
つ
じ
つ

ま
ガ
合
え
ば
、
限
ら
れ
だ
季
節
、
肋

要
な

一
部
の
野
菜
に
つ
い
て
も
現
在

以
上
に
利
用
し
だ
い
と
思
っ
て
い

る
。
ま
だ
、
こ
の
思
題
と
並
行
し
て

生
産
を
希
望
可
る
農
家
、
農
協
、
筈

及
所
と
の
協
議
に
よ
っ
て
、
他
の
消

費
者
向
け
野
菜
の
供
紀
体
制
も
つ
く

り
だ
い
。

0
小
学
校
の
改
築
に
つ
い
て

問
社
会
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、

公
民
館
並
び
に
分
館
施
設
等
、
お
お

む
ね
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
最
も
大

で
検
討
し
だ
い
。

会議町例定月6
 

切
な
人
づ
く
り
の
基
本
を
な
す
小
学

校
の
施
設
整
備
か
遅
れ
て
い
る
と
思

゜
、つ
町
内
小
学
校
の
改
築
計
画
に
つ
い

て
、
具
体
案
を
伺
い
た
い
。

答
教
育
振
興
の
条
件
で
も
あ
る
し
、

相
当
の
年
数
を
経
過
し
だ
建
物
も
あ

る
の
で
、
当
然
の
こ
と
な
ガ
ら
改
築

を
検
討
す
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
。

し
力
し
、
肝
年

一
月
の
膿
に
お
け

る
老
朽
度
調
査
に
よ
る
と
六
、

0
0
0

点
程
度
で
あ
り
、
郎
分
的
に
は
問
題

ガ
あ
る
と
し
て
も
、
危
険
校
〈
吉
の
認

定
基
幸
で
あ
る
四
五

0
0点
以
下
に

は
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
現
在
の
と

こ
ろ
貝
体
的
な
日
程
を
も
っ
て
あ
り

ま
せ
ん
。

な
お
、

目
下
の
と
こ
ろ
は
、
総
合

的
に
考
え
て
、
財
政
基
盤
の
確
立
ガ

勁
要
力
と
思
っ
て
あ
り
ま
可
。

0

大
洲
高
校
肱
川
分
校
の
跡
地
利

用
に
つ
い
て

問
肱
川
分
校
の
移
転
新
築
が
、
関

係
者
の
努
力
に
よ
っ
て
確
立
し
た
こ

と
は
、
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

こ
の
分
校
の
移
転
後
の
敷
地
利
用

に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
百
年
の

大
計
の
う
え
で
有
効
利
用
を
図
る
べ

き
と
考
え
る
か
、
町
長
は
ど
の
よ
う

な
利
用
計
画
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
か

参
考
ま
で
に
伺
い
た
い
。

国
保
税
の
改
正
な
ど

六
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決

〇
肱
川
町
税
条
例
の
一
部
改
正

0
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

肱
川
町
大
字
名
荷
谷
一
、
八
一
五
番

地
、
中
田
賢
光
、
大
正
五
年
一
月
一

六
日
生
の
選
任
に
同
意
し
た
。

議
決
し
た
議
案
の
あ
ら
ま
し

答

ご

芦

3

と
あ
り
、
ま
ち
づ
く

、,¥

り
百
年
の
大
計
の
上
に
立
っ
て
考
え

て
ま
い
り
だ
い
。

ま
だ
、
分
校
の
移
転
を
機
に
、
鹿

野
川
周
辺
ま
ち
づ
く
り
フ
ラ
ン
の
貝

直
し
を
図
り
、
だ
だ
単
に
跡
地
問
題

と
力
、
ひ
と
つ
の
施
設
の
問
題
だ
け

で
な
く
、
鹿
野
川
を
中
心
と
す
る
周

辺
集
落
、
及
び
ダ
ム
、
公
園
、
追

路
、
汀
川
敷
な
ど
広
範
囲
に
わ
だ
り

総
合
的
、
全
体
的
に
施
設
の
配
置
計

画
等
を
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

〇
肱
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

課
税
限
度
額
を
二
六
万
円
に
引
き

上
げ
る
。

低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減
税
額
算

定
の
基
礎
と
な
る
、
基
準
額
の
引
き

上
げ
な
ど
の
改
正

〇
肱
川
町
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
改
正

八
重
栗
部
落
新
設
に
と
も
な
う
も

の。0
昭
和
五
六
年
度
肱
川
町
一
般
会
計

補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
三
、
七
七

0
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は
、

一
四
億
四
、
六
七

0
万
円
と
な
っ

こ。f
 歳
出
の
主
な
も
の
は
、
農
用
地
利

用
増
進
特
別
対
策
事
業
費
（
小
藪
．

大
屋
敷
）

一
、
八
九

0
万
円
、
が
け

く
ず
れ
防
災
対
策
事
業
費
（
予
子
林
）

六
0
0万
円
、
幹
線
林
道
新
設
事
業
費

二
0
0万
円
、
新
林
業
構
造
改
善
事
業

費
九

0
万
円
は
調
査
費
、
観
光
施
設

整
備
事
業
費
一

0
0万
円
、
幼
稚
園
整

備
事
業
費
（
正
山
・
大
谷
）
五
二
〇

万
円
等
で
あ
る
。

0
昭
和
五
五
年
度
肱
川
町
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

農
村
地
域
構
造
改
善
事
業
費
五
百

七
万
円
の
繰
越
、
農
業
施
設
災
害

復
旧
事
業
費
三

0
七
万
円
の
繰
越
と

な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
税
法
の
改
正
に
と
も
な
う
条

文
の
整
理
が
主
た
る
も
の
で
あ
る
。
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八

0
年
代
の
肱
川
の
農
林
業
は
‘

農
林
畜
産
物
の
需
給
調
整
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
不
安
な
ど
数
多
く
の
課
題
を
背

負
い
な
か
ら
安
定
発
展
へ
の
道
を
模

索
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
‘
こ
の
多
く
の
課
題
に

取
り
組
み
、
日
々
努
力
を
重
ね
て
い

ま
す
が
、
こ
の
た
び
町
で
は
、
こ
れ

ら
の
課
題
を
乗
り
越
え
、
明
日
の
肱

川
の
農
林
業
を
築
こ
う
と
日
夜
農
林

業
に
励
む
皆
さ
ん
か
ら
、
次
の
よ
う

な
要
領
で
、
論
文
を
募
集
し
ま
す
。

◎
「
募
集
要
領
と
発
表
」

0

テ
ー
マ
「
農
林
業
振
興
ヘ

”
わ
れ
ら
の
提
言
“
」

肱
川
に
住
む
農
林
家
の
皆
さ
ん
か

営
農
？
営
林
、
生
活
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
町
、
農
協
、
森
林
組
合
を

よ
り
ど
こ
ろ
に
乗
り
越
え
、
明
日
へ

の
展
望
を
切
り
ひ
ら
こ
う
と
す
る
計

画
と
実
践
の
記
録
を
ま
と
め
て
く
だ

さ
い
。
内
容
は
、
肱
川
町
に
お
け
る

農
林
業
の
振
興
、
農
林
畜
産
物
対
策
‘

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
‘
健
康
問
題
、

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
な
ど
、
幅
広

く
自
由
に
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
応
募
条
件
肱
川
町
に
在
住
す
る

者
、
住
所
、
氏
名
、
年
令
、
職
業

を
明
記
す
る
こ
と
。

〇
原
稿
枚
数
四
百
字
詰
め
原
稿
用

紙
十
枚
以
内
、
た
て
書
き
、
原
稿

は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

0

し
め
き
り

三
0
日

0
送
り
先
と
問
合
せ
肱
川
町
役
場

農
林
課
内
「
農
林
業
振
興
へ
”
わ

れ
ら
の
提
言
“
」
募
集
係

0
発
表
昭
和
五
六
年
―
二
月
の
広

報
＂
肱
川

lJ

紙
上

0
表
彰
最

優

秀

作

一

編
1
1

副
賞
五
万
円

優

秀

賞

一

編

1
1

副
賞
三
万
円

佳

作

一

編

1
1

副
賞
二
万
円

表
彰
は
、
昭
和
五
六
年
―
二
月
の

定
例
部
落
長
会
に
お
い
て
、
行
な
い

ま
す
。

0
審
査
委
員
町
、
農
協
‘
森
林
組
合
、

町
議
会
、
農
業
委
員
会
、
公
民
館

宅
地
防
災
工
事
に

貸
付
制
度

住
宅
金
融
公
庫
に
は
、
急
傾
斜
地

に
あ
る
危
険
な
宅
地
の
防
災
工
事
を

行
う
場
合
、
そ
の
工
事
に
必
要
な
資

金
の
融
資
制
度
が
あ
り
ま
す
。

貸
付
の
対
象
と
な
る
工
事
は
‘
擁

壁
お
よ
ぴ
排
水
施
設
の
設
置
、
法
面

の
保
護
等
と
な
っ
て
お
り
、
貸
付
の

主
な
条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
貸
付
限
度
額

1
0
万
円
以
上
三
九

0
万
円
（
エ

事
費
の
九

0
%
）

震
林
業
振
巽
ヘ

9
わ
れ
ら
の論
文

昭
和
五
六
年
一

0
月

猟
銃
の
講
習
会
を
開
催

〇
貸
付
金
利
率

年
六
・
五
％

〇
償
還
期
間

-
0
年
又
は
一
五
年

く
わ
し
く
は
、
役
場
建
設
課
又
は
農

協
金
融
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

昭
和
五
三
年
に
銃
砲
刀
剣
類
所
持

等
取
締
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
本
年
九
月
一
日
以
降
‘

猟
銃
及
び
空
気
銃
を
所
持
し
て
い
る

•••••• 

方
は
、
経
験
者
講
習
会
を
受
け
て
お

か
な
け
れ
ば
、
所
持
許
可
の
更
新
や
、

新
た
な
所
持
許
可
を
受
け
る
こ
と
か

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
大
洲
警
察
署
管
内
の

猟
銃
等
所
持
者
を
対
象
に
次
の
と
お

り
、
講
習
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
受
講
希
望
者
は
、
次

の
要
領
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
要
領

つ
ぎ
の
書
類
等
を
申
込
み
期
間
中

に
、
大
洲
警
察
署
防
犯
少
年
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
猟
銃
等
講
習
受
講
申
込
書
二
枚

〇
写
真
（
ラ
イ
カ
版
、
六
ヶ
月
以
内

に

撮

影

し

た

も

の

）

二

枚

〇
受
講
手
数
料
（
県
収
入
証
紙
）

-
、
五

0
0
円

〇
講
習
予
定
日
八
月
二
五
日
、
一

四
時
か
ら
一
七
時

〇
講
習
場
所
肱
川
町
公
民
館

〇
受
講
申
込
期
間
七
月
二

0
日
か

ら
八
月
一
五
日
ま
で

七
月
二
日
、
酪
農
の
本
場
北
海
道

か
ら
大
谷
酪
農
を
視
察
研
修
し
よ
う

と
視
察
団
が
訪
れ
た
。

こ
の
一
行
は
‘
北
海
道
津
別
町
農

協
の
役
員
さ
ん
一
四
人
で
、
四
国
研

修
旅
行
中
立
寄
っ
た
も
の
。

一
行
か
バ
ス
か
ら
降
り
た
と
た
ん

”
な
ん
と
…
、
山
ば
か
り
“
と
い
っ
た

驚
き
の
表
情
が
チ
ラ
リ
。

さ
っ
そ
く
牛
舎
で
、
岩
田
社
長
が

団
地
造
成
か
ら
現
在
の
経
営
状
況
な

ど
を
説
明
。

そ
れ
に
対
し
、
乳
価
は
ど
う
か
、

濃
厚
飼
料
、
粗
飼
料
は
…
と
‘
矢
つ

ぎ
早
に
質
問
が
続
く
。

「
い
い
牛
か
揃
ろ
と
る
」
と
太
鼓
判

か
押
さ
れ
た
大
谷
酪
農
゜

今
後
ま
す
ま
す
の
発
展
を
期
待
し

た
い
。

視
察'.

受
講
申
込
書
は
、
各
地
区
の
代
議

員
さ
ん
を
通
じ
て
送
付
し
ま
す
。

［ ：＂ >悶 ： 
贔‘--グ

： >
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私
た
ち
人
間
は
、
何
か
に
つ
け
て

お
互
い
に
力
に
な
り
あ
い
、
ま
た
世

の
中
の
お
か
げ
を
う
け
て
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
人
の
た
め
に
な
る
と
い

う
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
誰
に
で
も
で
き
る
こ
と

か
―
つ
あ
る
の
で
す
。

そ
れ
は
、
「
私
達
の
遺
体
を
医
学
教

育
の
た
め
大
学
に
献
納
す
る
精
神
」

で
す
。愛
媛
大
学
に
医
学
部
か
設
置
さ
れ

ま
し
た
が
、
医
学
教
育
の
た
め
に
は

い
ろ
い
ろ
と
困
難
な
こ
と
か
あ
り
ま

す
。そ
の
一
っ
が
解
剖
学
研
究
に
必
要

な
遺
体
確
保
の
問
題
で
す
。

医
師
か
育
っ
た
め
に
は
、
解
剖
学

研
究
は
不
可
欠
で
す
。

私
た
ち
の
遺
体
を
医
学
教
育
の
た

め
、
愛
大
医
学
部
へ
献
体
さ
れ
る
こ

と
を
願
い
、
次
の
と
お
り
こ
の
運
動

を
一
問
一
答
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

一
「
解
剖
学
研
究
」
と
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

立
派
な
医
者
を
育
て
る
た
め
に
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
人
体
の
構
造
を

知
る
た
め
の
も
っ
と
も
大
切
な
研
究

で
す
。
二
ど
う
し
た
ら
献
体
運
動
に
参
加

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
白
菊
会
」
の
会
員
に
な

っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

医
学
教
育
の
た
め

献
体
量
動
に
こ
協
力
く
だ
さ
い （
 

ど
ん

三
「
白
菊
会
」
と
い
う
の
は
何
で
す

゜
ヵ献
体
申
込
み
を
し
た
人
の
作
る
団

体
で
昭
和
四
九
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

会
員
は
愛
大
医
学
部
に
献
体
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
白
菊
会
」
で
は
、
年
一
回
総
会
を

開
い
て
お
互
い
の
健
康
を
喜
び
合
い

「
献
体
」
の
よ
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。
「
白
菊
」
と
は
、
会
員
の
清
純
な

献
体
精
神
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

四
会
員
に
な
る
の
に
何
か
条
件
が

あ
り
ま
す
か

―
つ
だ
け
条
件
か
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
家
族
の
同
意
で
す
。
ご
家
族
の

協
力
が
な
か
っ
た
ら
、
あ
な
た
の
「
献

体
」
は
ま
ず
実
現
し
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
ま
ず
入
会
申
込
み
の
際
、

ご
家
族
の
同
意
を
得
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
す
。

五
家
族
の
い
な
い
人
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

後
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
れ
ば
、
一

切
の
手
続
き
は
「
白
菊
会
」
か
い
た

し
ま
す
。

六
会
員
と
し
て
の
特
典
が
あ
り
ま

す
か
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
大
体
「
献
体

運
動
」
は
善
意
の
運
動
で
す
か
ら
、

何
か
を
求
め
る
の
で
は
本
当
で
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
か
わ
り
、
会
費

な
ど
も
一
切
い
り
ま
せ
ん
。

も
と
も
と
人
の
か
ら
だ
は
‘

な
に
大
金
を
つ
ん
で
も
買
う
こ
と
か

で
き
ま
せ
ん
。
「
白
菊
会
」
の
会
員

は
遺
体
を
無
条
件
で
献
体
す
る
の
で

す
。
七
献
体
を
し
て
も
お
骨
は
返
し
て

も
ら
え
る
の
で
す
か
。

「
献
体
」
を
す
る
と
葬
儀
が
で
き
な

い
と
か
お
骨
も
返
ら
な
い
と
い
う

話
か
あ
る
の
は
ウ
ソ
で
す
。

葬
儀
か
す
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
大
学

を
経
由
し
て
火
葬
場
へ
い
く
と
思
え

ば
よ
ろ
し
い
の
で
す
。

た
だ
し
、
少
々
時
間
か
か
か
る
の

で
、
髪
と
爪
を
残
し
て
い
き
ま
す
。

一
―
口
医
学
―

酒
席
や
街
な
ど
で
倒
れ
て
意
識

の
な
い
人
を
見
て
、
ア
ル
コ
ー
ル

く
さ
い
か
ら
と
い
っ
ズ
‘
酔
っ
ぱ

ら
い
と
き
め
つ
け
て
は
い
け
ま
せ

ん
。飲
酒
中
に
脳
辛
中
を
お
こ
し
た

か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
す
。

意
識
を
失

っ
て
倒
れ
る
原
因
に

は
‘
脳
卒
中
・
頭
部
損
傷
・
て
ん

か
ん
・
中
毒
・
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
か
、
い
ず
れ

の
場
合
も
あ
わ
て
て
ゆ
り
動
か
し

た
り
、
水
な
ど
か
け
た
り
と
い
っ

た
手
荒
な
扱
い
は
絶
対
い
け
ま
せ

ん
。
落
ち
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な

観
察
を
。

①

意

識

の

状

態

耳

元

で

名

前

を
よ
ん
で
み
る
。
も
し
何
か
反
応

か
あ
れ
ば
、
「
手
を
握
っ
て
ご
ら

ん
」
な
ど
わ
か
り
や
す
い
指
示
を

し
て
み
る
。

手
を
握
る
反
応
か
な
け
れ
ば
、

-,—-■, 

意
識
を
失
っ
て
倒
れ
た

と
き
の
応
急
処
置

一.■-

（
 

そ
し
て
、
ど
ん
な
に
お
そ
く
と
も

満
二
年
（
三
周
忌
）
に
は
戻
っ
て
来

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
‘
こ
ん
な
形
式

の
葬
儀
か
あ
る
の
だ
と
考
え
て
い
た

だ
け
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
‘
す
ぐ
に
大
学
か
ら
引

取
り
に
来
て
も
ら
っ
て
、
遺
髪
で
葬

儀
を
す
ま
せ
る
お
宅
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
葬
儀
か
す
ん
で
か
ら
大
学
へ

ご
遺
体
を
渡
さ
れ
て
も
よ
ろ
し
い
の

で
す
。

八
法
要
な
ど
は
行
な
わ
れ
る
の
で

す
か
。

大
学
で
は
、

毎
年
秋
に
遺
族
を
招

か
な
り
危
険
な
状
態
で
す
。

舌
が
の
ど
の
奥
に
沈
み
こ
ん
で
気

道
を
ふ
さ
ぎ
、
窒
息
死
す
る
こ
と
か

あ
り
ま
す
の
で
、
気
道
の
確
保
を
し

て
や
る
（
顔
を
後
に
そ
ら
せ
る
）
こ

と
。
②

呼

吸

の

状

態

は

つ

は

つ

と

荒

い
か
、
そ
れ
と
も
静
か
か
、
と
き
ど

き
深
い
呼
吸
に
な
る
よ
う
な
息
づ
か

い
か
、
ま
た
い
び
き
を
か
い
て
い
る

深
い
深
い
呼
吸
か
。

③
脈
の
状
態
手
首
の
動
脈
、
首

の
横
に
あ
る
太
い
動
脈
、
あ
る
い
は

股
（
ま
た
）
の
つ
け
根
の
動
脈
に
ふ

れ
て
み
ま
す
。
乳
児
は
心
臓
に
直
接

手
を
ふ
れ
て
み
ま
す
。

乳
児
は
心
臓
に
直
接
手
を
あ
て
た

は
う
か
わ
か
り
や
す
い
。

い
て
、
盛
大
な
慰
霊
祭
を
営
み
ま
す
。

ま
た
大
学
に
は
納
骨
堂
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
こ
こ
に
分
骨
を
納
め
て
も

ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

九
「
白
菊
会
」
の
会
員
に
な
ら
れ
る

方
や
、
「
白
菊
会
」
に
つ
い
て
、

も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、

ハ
ガ
キ
で
左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ

、。し資
料
と
入
会
申
込
用
紙
を
お
送

り
し
ま
す
。

〒
七
九
「
＝
―-

温
泉
郡
重
信
町
大
字
志
津
川

愛
媛
大
学
「
白
菊
会
」

6
(
0
八
九
九
六
四
ー
五
一

④

外

傷

の
状
態
体
を
無
理
に

動
か
さ
ず
、
傷
や
出
血
個
所
か
な

い
か
、
鼻
の
穴
や
口
、
耳
な
ど
か

ら
の
出
血
は
な
い
か
な
ど
。

そ
の
他
、
顔
色
・
瞳
（
ど
う
）

孔
の
様
子
な
ど
も
見
て
医
師
に
伝

え
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
の
処
置

と
し
て
は
‘
．
先
は
ど
も
述
べ
ま
し

た
が
、
気
道
の
確
保
か
大
切
で
す
。

呼
吸
か
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
い

く
ら
必
死
で
人
工
呼
吸
を
し
て
も
‘

気
道
か
ふ
さ
か
れ
て
は
効
果
か
あ

り
ま
せ
ん
。

患
者
を
あ
お
む
け
に
寝
か
せ
、

一
方
の
手
を
患
者
の
首
の
後
に
、

他
方
の
手
を
額
に
あ
て
、
頭
を
ぐ
っ

と
後
に
そ
ら
す
こ
と
。

こ
の
処
置
を
し
た
ら
枕
や
毛
布

を
首
の
下
に
入
れ
‘
固
定
し
て
お

き
ま
す
。
も
し
口
の
中
に
吐
い
た

も
の
が
た
ま
っ
て
い
た
ら
、
そ
れ

か
気
道
を
ふ
さ
が
な
い
よ
う
指
に

布
を
巻
き
つ
け
て
、
除
去
す
る
こ

こ
と
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
。
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福
祉
年
金
の
受
給
者
は
、
毎
年
一

回
定
時
届
の
た
め
、
年
金
証
書
の
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

を

今
年
八
期
分
は
、
八
月
―
一
日
か

ら
受
け
取
れ
ま
す
の
で
、
二

0
日
ま

で
に
お
受
け
取
り
の
う
え
、
年
金
証

書
を
役
場
（
町
民
課
）
へ
提
出
し
て

下
さ
い

。

鹿野川夏まつり行事

も
し
証
書
の
提
出
か
遅
れ
る
と
、

証
書
に
記
入
さ
れ
て
い
る
支
払
金
額

は
、
八
月
期
分
ま
で
で
す
か
ら
、
そ

の
後
の
福
祉
年
会
が
受
け
取
れ
ま
せ

ん
。な
お
、
証
書
を
提
出
さ
れ
た
方
に

は
「
保
管
証
」
を
渡
し
ま
す
の
で
な

く
さ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

福
祉
年
金
証
書
の
提
出
は

八
月
二
0
8
ま
で
に

郵
政
省
で
は
、
手
紙
を
書
く
こ
と

を
通
じ
て
、
人
の
心
と
心
と
の
触
れ

合
い
を
深
め
、
同
時
に
手
紙
文
化
、

文
字
文
化
の
見
直
し
の
気
運
を
盛
り

上
げ
る
一
助
と
も
な
れ
ば
と
い
う
趣
に

旨
で
、
毎
月
二
三
日
を
「
ふ
み
の
日
」

と
し
、
手
紙
を
書
く
こ
と

の
価
値
を LJ 

田
目
一
三
日
は

ー
ふ
み
の
日
で
芍

と
こ
ろ

相
談
員

と

き

0
人
権
法
律
相
談

七
月
二
五
日

九
時
ー
一
六
時

肱
川
町
公
民
館

都
谷
委
貝

飛
野
委
員

法
務
局
大
洲
支
局

と
こ
ろ

と

き

八月三日

九時半1―二時

肱川町公民館

時 間 行事名 場 所

8 : 30~ 11 ・ 00 マス釣り大会 鹿野川橋下河辺）II

9 : 00-10. 00 ダム犠慰牲霊者祭 ダム慰霊碑

10: 30-ll. 30 弁天宮祭神 上鹿野｝II
弁天宮

12 ・ 00~ 19 : 00 花木展示 歩行者天目内
即売会

12 : 00-19 : 00 ソーメン流し 歩行者天目内

12. 00-19 : 00 農産物販売 歩行者天目内

12: 00~22: 30 ピック リ市 歩行者天目内

13: 00-14: 30 七夕 鹿野）II・滝山
笹コンクール

13 : 30~ 16 : 00 スリラー館 肱JII分校

19: 30-21 ・ 00 盆踊り大会 宇利島自動車車庫

21 : 20~22: 00 花火大会 肱］1|中学校河前原

今
年
も
恒
例
の
鹿
野
川
夏
ま
つ
り

を
、
八
月
七
日
（
金
）
に
行
な
い
ま

す
。本
年
は
新
し
く
「
マ
ス
釣
り
大
会
」

を
加
え
、
釣
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
＜

よ
う
計
画
い
た
し
ま
し
た。

マ
ス
は
、
河
辺
川
（
鹿
野
川
橋
下
）

に
約
一
、

0
0
0匹
放
流
し
、
釣
り
上

げ
た
魚
は
そ
の
場
で
食
べ
ら
れ
る
よ

う
準
備
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

昼
は
‘
歩
行
者
天
国
内
で
ビ

ッ
ク

リ
市
、
夜
は
盆
踊
り
、
打
上
花
火
等
と

別
表
の
行
事
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

楽
し
い

夏
ま
つ
り
に
、
ご
家
族
、

ご
近
所
お
さ
そ
い
合
せ
の
上
お
出
か

け
下
さ
い
。

尚
当
日
雨
天
の
場
合
は
八
月
八
日

（
土
）
に
行
な
い
ま
す
。

今
年
は
、
マ
ス
釣
り
を
計
画

ー
鹿
野
川
夏
ま
つ
り
ー

見
直
す
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
電
話

な
ど
の
発
展
に
よ

り
、
手
紙
を
書
く

こ
と
が
お
っ
く
う

だ
と
考
え
て
い
る

人
が
増
え
で
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
よ
う

な
手
紙
離
れ
の
現
象
は
、
物
事
を
深

く
考
え
、
的
確
に
表
現
す
る
と
い
う

―
つ
の
思
考
の
機
会
が
、
次
第
に
失

わ
れ
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
ふ
み
の
日
」
を
契
機
と
し
て
、
生

活
の
中
に
物
を
書
く
習
慣
を
取
り
戻

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
心
と
心

の
交
流
を
盛
ん
に
し
て
い
た
だ
ぎ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

七
月
（
ふ
み
づ
き
）
の
二
三
日
（
ふ

み
の
日
）
に
は
、
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
切

手
を
発
行
す
る
は
か
、
各
地
で
い
ろ

い
ろ
な
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ー
肱

川
郵
便
局
—

八

重

栗

萩

の

尾

瓜

生

谷

上
鹿
野
川
ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

人
や
物
を
大
切
に

し
、
住
み
よ
い
町
を

つ
く
る
た
め
の
「
大

切
に
」
運
動
、
七
月

の
目
標
は
”
川
や
山

を
き
れ
い
に
し
ま
し

ょ
う
“
で
す
。

そ
こ
で
七
月
二
六

日
（
日
）
に
は
町
を

あ
げ
て
環
境
美
化
デ

ー
を
実
施
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

部
落
内
の
溝
や
小

川
な
ど
の
草
刈
り
や

ヂ
イ
ロ
ン
・
流
木

の
焼
き
す
て
に
み

ん
な
で
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

部
落
に
よ
っ
て

は
、
河
川
の
な
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
の
で
、
通
学
路

や
集
会
所
、
お
宮

な
ど
の
清
掃
を
し

て
い
た
だ
く
よ
う

お
廂
い
い
た
し
ま

す
。

〇
乳
児
健
康
相
談

0
行
政
相
談

山

八
月
五
日

九
時
ー
一
六
時

肱
川
町
公
民
館

行
政
相
談
委
員

福

田

保

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

中

居

藪

沖

野

和

義

さ

ん

長

男

恵

三

ち

ゃ

ん

橡

の

木

瀬

中

川
義
彦
さ
ん

三

女

直

美

ち

ゃ

ん

槌

櫻

田

和

明

さ

ん

長

男

勇

紀

ち

ゃ

ん

谷

木

下

英

孝

さ

ん

二

女

琴

美

ち

ゃ

ん

成
登
正
行
さ
ん
(80
オ）

上
川

美
雄
さ
ん

(60
オ）

河

内

己

幸

さ

ん

(58
オ）

緒
方
勘
太
郎
さ
ん

(76
オ）

小 と
こ
ろ

相
談
員

と

き

＼＼ 
印内を美しく＼＼

頭境美化デー

◇心配ごと相談◇

お気軽に相談所へ”

◎相談時閻

各相談日とも 9時～16時

◎相談場所

町公民館心配ごと相談室

（肱川町社会福祉協議会）

ロ相談員の自宅相談も受付けます


